
【余裕期間設定工事における各方式のイメージについて】

※余裕期間の短縮又は延長により、工事着手日を変更

１，発注者指定方式

＜契約時＞

＜変更時＞

２，任意着手方式

＜発注時＞

＜契約時＞

＜変更時＞

落札決定日 契約日

全体工期

余裕期間 実工期

↑
実工期の始期（工事着手日）を発注者があらかじめ入札公告で指定

落札決定日 契約日

全体工期

※指名競争入札、随意契約の場合は落札決定後に
工事着手日報告書により工事着手日を定める 実工期は変更しない

落札決定日 契約日

受注者は、競争入札参加資格確認申請時に工事着手日
報告書により工事着手日を定める

↑

   着手期限日

余裕期間 実工期

余裕期間 実工期

実工期

実工期は変更しない

余裕期間

余裕期間

全体工期

実工期

実工期は変更しない

報告書提出 工事着手日

※受発注者協議

→余裕期間を短縮し工事着手日を変更

→変更契約締結後に工事着手

報告書提出
工事着手日

※受発注者協議

→着手期限日までに余裕期間を短縮又は延長し工事着手日を変更

→変更契約締結後に工事着手

着手期限日
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